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 要 旨 

目的： 

飲酒とマンモグラフィーの所見は、乳がんのリスクファクターとして確立している。本

研究は、マンモグラフィーの所見と乳がんの関係が飲酒により変わるか、検討した。 

 

方法： 

日本、ハワイ、カリフォルニアの3集団からの症例1,207名と対照1,663名のデジタル画

像のマンモグラフィーの所見を解析した。関連の解析にはロジスティク回帰分析を用い

た。 

 

結果： 

非飲酒群と飲酒群を比較すると、マンモグラフィーの所見には差はなく、飲酒は乳がん

のリスクと関連していなかった。一方で、ハワイと日本の1杯/day以上の飲酒者に限ると、

非飲酒者に比べて、乳がんのリスクが高かった。また、日本とハワイの1杯/day以上の飲

酒者群では、飲酒はマンモグラフィーの所見と乳がんの関係に影響を及ぼし(p=0.05)、マ

ンモグラフィーの所見を三分位で比較すると、非飲酒者では第二、第三分位群の第一分位

群に対する乳がんのオッズ比は1.57、1.61であり、1杯/day以上の群ではそれぞれ、3.65、

6.58であった。 

 

結論： 

これらの結果は、飲酒者においてマンモグラフィーの所見と乳がんのリスクとの関連を

示唆するが、症例数が少なく結果の解釈には慎重を期す必要がある。 

 

 

 

 


